
 BALL TEST DATA  
【セールス資料】 
BALL NAME： IQ SUPER G                                             2024 年 2 月 14 日 
COLOR：MID NIGHT 
COVER STOCK：R2S™ DEEP PEARL REACTIVE              レイアウト例 
RG：2.49(MED/15P） ⊿RG：0.029 (LOW/15P）        IQ SUPER G       IQ TOUR PURPLE  
FACTORYFINISH：1500GritPOLISH        
TRACKFLAREPOTENTIAL：4-6(MID)                4 1/8              4 1/8 
BACK END：16 LENGTH：15（1-20）                           AP                   AP 
 O  LONG                                              CG                  CG 
  I  MEDIUM                                                                      
  L  SHORT                            MB33/4            MB33/4 
               Light   Medium  Heavy                                  
          適正レーンコンディショングラフ            CA55 度/PSA2          CA55 度/PSA2 
   【MEDIUM  OIL 編】                   ﾌﾚｱｰ幅 最大 6 3/4・間隔 1/8  最大 6 7/8・間隔 1/4 
 
  60Unit OVER              20Unit Over 
                                                 10Unit             
   
   
   
 
0F                       15F                   35F             45F 
  比較品ライン        IQ SUPER G                IQ TOUR PURPLE     
      【製品比較表】 
   曲がり度 1  2  3  4  5  曲がり方  ｱｰｸ 1  2 3  4  5 ｼｬｰﾌﾟ  
    スキッド １ 2  3  4  5  ｵｲﾙの強さ  1  2  3  4  5  
   ﾋﾟﾝｱｸｼｮﾝ 1  2  3  4  5    テスト品 ○  比較品  

＊上記の数字は、1 側が少ない(短い・弱い) 5 側が強い(大きい・長い)   
  
【ボール総合評価】 

    IQ シリーズの中でもレーン手前からブレークポイントまでの直進性が一番良く、R2 より下位置 
   になるためオイルの薄いレーンコンディションでは最強のボールに仕上がっています。DEEP 
  素材は安定性もあるのでスピードの無い方やアウトサイドボウラーには絶対的な自信作です 
【ここがポイント】 
       IQ シリーズに求められている物は、やはり軌道安定な直進性能でＣ3 セントリピタ 
       ルコアはボウラーの想定するリフト感でバックエンドの動きが大きくも小さくもな 
       る点が万人受けする事から毎回完売する勢いの製品です。今回もオイルには弱いと 
       いう印象ですが、レーン中盤からの転がり感がある分他の単にドライ用のボールと 
       は違い、ピン前で切れがあるのでピンアクションも非常に良く感じます。R2 DEEP 
        素材は直進性に適度な摩擦とドライエリアでのブレーキ感がとても良いのでアウト 
       サイドからの投球では通常センターコンディションでは使い勝手が良いですね。  
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